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藤沢市民会館について 

  

 市民会館は、地域の公民館等で活動を行っていた文化団体をはじめとする

様々な人の要望に応え、昭和４３年１０月に開館しました。市民会館のホール

は市民オペラや様々な団体の催し物、合唱祭、吹奏楽コンクール、成人式など、

様々なことに利用されています。かつては結婚式場としても使用されていまし

た。鈴木市長も市民会館で結婚式を挙げられたそうです。 

 

１ 開館日：１９６８年（昭和４３年）１０月１日 

（今年の１０月で開館５１年） 

 

２ 場所：藤沢市鵠沼東８－１ 

 

３ 広さ・敷地面積：約１７，７５４㎡ 

（サッカーコート（105ｍ×70ｍ）約２．４面分） 

    ・建築面積：約 ４，６３７㎡ 

・延床面積：約１０，５９０㎡ 

（秩父宮体育館メインアリーナ（1,789㎡）約６面分） 

 

 

 

藤沢駅 

市民会館 

直線距離：約５５０ｍ 
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４ 市民会館にある施設  

 広 さ 

（床面積） 

客 席 数 

（最大収容人数） 

大ホール ６，４３０㎡ １，３８０席 

小ホール １，００９㎡ ４３４席 

第１展示集会ホール ３７３㎡ ５００人 

第２展示集会ホール ３１９㎡ ２５０人 

会議室（第１、第２、

教養室、和室合計） 
２７５㎡ １４８人 

集会室（まつ、ふじ、

かわせみ、さくら） 
３３４㎡ １７０人 

レストラン １６４㎡  ８５人 

 

５ 市民会館の敷地内や近隣にあるその他の公の建物 

  ・旧近藤邸  ・旧南市民図書館（閉鎖中） ・秩父宮記念体育館 

・南消防署  ・保健所  ・藤沢保育園  ・子育て支援センター 

・奥田公園駐車場  ・文書館  ・藤沢青少年会館   
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６ 藤沢市の抱える将来課題 

  （１）少子化・高齢化 

     全国的にみると人口が減少していく時代に突入していますが、藤沢

市の人口は増加傾向にあります。藤沢市の人口は２０３０年にピーク

を迎え、その後減少に転じる見込みですが、約２５年後の２０４５年

においても４３万５千人（２０２０年推計値）を上回る見込みです。 

しかしながら、少子・高齢化については、全国平均よりは幾分か遅

れているものの確実に進行しています。 

 

ア 市民総人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    イ 年齢３区分別推計 
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    ウ 高齢者人口及び高齢化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）公共施設等の老朽化 

     藤沢市には３３０施設１，２２７棟、延べ床面積７６万㎡に及ぶ公

共施設があります（病院、下水道施設を除く）。うち、築４０年以上の

建物は２００棟、１５万㎡、築５０年以上の建物は２１棟、１万㎡に

もなります（２０１５年３月３１日現在）。 

昭和３０年代から昭和５０年代の人口増加に合わせて公共施設を整

備してきたことから、今後多くの施設が更新を迎えることになります。

これらの施設を現在の規模のまま更新しようとすると４０年間で４，

２７４．６億円（１年あたり約１０７億円）かかると試算されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４０年整備額 4,274.6 億円 

１年当たり整備額 106.9 億円 

[内訳] 

・公共建築物  81.6億円 

・道路     22.5億円 

・橋りょう   2.8億円 
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  （３）厳しい財政事情 

     市の収入の半分以上を占める市税収入は約７８０億から７９０億円

円でほぼ横ばいになっているのに対し、市が支出することが義務付け

られている「義務的経費」は、年々増加の一途をたどっています。こ

のことから、市が自由に使えるお金（「政策的経費」）が減少し、今後

サービスの低下につながる恐れがあります。 

 

 

 

 


